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ま
で

『
類
集
抄
』
か
ら
説
話
へ

剣
持
　
雄
二

『
類
集
抄
』
は
興
福
寺
の
蔵
俊
僧
都
の
編
著
に
な
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
資
料
で
、
現
在
大
谷
大
学
図
書
館
に
比
較
的
新
し

い
写
本
な
が
ら
、
原
型
を
よ
く
伝
え
て
い
る
写
本
が
一
本
知
ら

れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
蔵
俊
は
治
承
四
年
（
一
一
七
七
）
に

示
寂
し
た
学
僧
で
、
当
時
低
迷
し
て
い
た
学
問
の
権
威
を
高
め
、

唯
識
・
因
明
と
い
っ
た
教
学
の
分
野
で
不
朽
の
業
績
を
残
し
た

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
類
集
抄
』
は
、
そ
う
し
た
教

学
の
問
題
を
論
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
多
く
の
経
論
疏
の
類
か

ら
「
釈
迦
」
「
薬
師
」
「
彌
勒
」
あ
る
い
は
「
阿
弥
陀
経
翻
訳

時
代
」
「
大
般
若
経
事
」
と
い
っ
た
主
題
ご
と
に
、
説
話
や
説

明
の
記
事
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る
（
詳
し
く
は
拙
稿
「
蔵

俊
僧
都
作
『
類
集
抄
』
に
つ
い
て
」
「
待
兼
山
論
叢
」
〈
文
学

編
、
第
一
六
号
・
一
九
八
二
年
一
二
月
〉
を
参
照
の
こ
と
）
。

取
材
源
は
右
の
よ
う
に
経
論
疏
（
偽
経
も
含
む
）
に
限
ら
れ
て



い
て
、
天
竺
・
震
旦
の
説
話
の
み
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
引
用

態
度
は
原
典
を
そ
の
ま
ま
記
述
す
る
か
、
あ
る
い
は
多
少
の
省

略
を
お
こ
な
う
程
度
で
、
興
福
寺
に
伝
わ
っ
て
い
た
経
典
類
の

本
文
を
知
る
上
で
貴
重
な
意
味
を
持
つ
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な

く
、
そ
れ
ま
で
教
学
面
に
比

べ
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か

っ
た
興
福
寺
乃
至
は
法
相
宗
に
お
け
る
信
仰
の
状
況
が
、
い
く

ぶ
ん
な
り
と
も
解
明
さ
れ
て
い
く
手
が
か
り
と
な
る
と
考
え
て

い
る
。
こ
こ
で
は
『
今
昔
物
語
集
』
巻
六
・
第
６
話
に
お
け
る
法
相

宗
的
要
素
が
、
『
類
集
抄
』
の
記
述
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
確

認
さ
れ
る
か
、
一
つ
の
試
み
と
し
て
考
え
て
み
た
い
。

こ
の
『
玄
弉
三
蔵
、
渡
天
竺
伝
法
帰
来
語
』
と
題
さ
れ
た
説

話
は
、
次
の
よ
う
な
要
素
か
ら
な
っ
て
い
る
。

Ｉ
　
天
竺
へ
渡
っ
た
玄
弉
は
、
広
野
の
中
で
鬼
の
難
に
遭
う

が
、
般
若
心
経
の
功
徳
で
難
を
逃
れ
る
。

Ⅱ
　
そ
の
般
若
心
経
は
、
山
中
で
「
瘡
ノ
病
」
を
わ
ず
ら
っ

た
女
人
（
実
は
観
音
の
化
身
）
の
全
身
の
膿
を
、
慈
悲
の

心
か
ら
な
め
て
治
し
た
時
に
得
た
も
の
で
あ
る
。

Ⅲ
　
玄
弉
は
マ
カ
ダ
国
の
戒
賢
論
師
よ
り
法
を
授
け
ら
れ
る
。

師
は
夢
で
文
殊
・
彌
勒
・
観
音
の
三
尊
か
ら
、
玄
弉
の
到

来
を
告
げ
ら
れ
て
い
た
。

Ⅳ
　
恒
伽
河
で
海
賊
に
出
会
っ
た
玄
弉
は
、
天
神
の
い
け
に

え
に
さ
れ
か
か
る
が
、
兜
率
天
の
彌
勒
を
念
じ
る
間
に
天

変
が
起
こ
り
、
悔
悟
し
た
賊
に
戒
を
与
え
る
。

Ⅴ
　
戒
日
王
よ
り
与
え
ら
れ
た
不
思
議
の
鍋
を
所
望
す
る
竜

王
は
、
玄
弉
が
信
度
河
を
渡
る
際
船
を
傾
け
る
。
法
文
が

沈
む
の
を
恐
れ
た
玄
弉
は
そ
の
鍋
を
竜
王
に
与
え
る
。

こ
れ
ら
の
要
素
の
う
ち
、
Ｉ
・
Ⅱ
・
Ⅴ
は
、
い
ず
れ
も
『
打
聞

集
』
第
九
話
に
同
文
的
説
話
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
今
昔
』

と
『
打
聞
集
』
と
が
直
接
の
書
承
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、

共
通
の
資
料
に
拠
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
Ⅲ
・

Ⅳ
に
つ
い
て
は
、
『
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
』（
『
慈
恩
伝
』
）

を
原
拠
と
す
る
が
、
前
者
は
直
接
に
は
『
三
宝
感
応
要
略
録
』

巻
下
・
一
七
に
拠
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
今
昔
』
編
者
は

『
打
聞
集
』
の
説
話
に
近
い
資
料
を
も
と
に
し
て
『
慈
恩
伝
』

を
原
拠
と
す
る
説
話
を
は
め
こ
ん
で
、
一
つ
の
話
を
構
成
し
た

と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
『
慈
恩
伝
』
を
原
拠
と
す
る
話
は
、
も
と
よ
り
法
相

宗
系
の
説
話
と
考
え
ら
れ
る
が
、
内
容
的
に
は
ど
こ
が
法
相
宗

的
な
の
だ
ろ
う
か
。
今
し
ば
ら
く
、
本
文
に
即
し
て
見
て
み
た

い
。

Ⅲ
の
説
話
で
は
戒
賢
論
師
に
よ
っ
て
、
夢
の
中
で
三
尊
か
ら

玄
弉
の
到
来
が
告
げ
ら
れ
た
こ
と
が
語
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
三

尊
が
そ
れ
ぞ
れ
、
金
色
、
瑠
璃
色
、
白
銀
色
の
天
人
の
姿
で
現

れ
る
。
ま
ず
三
尊
が
、
論
師
に
過
去
の
罪
へ
の
懺
悔
を
勧
め
た

後
、
金
色
の
天
人
が
瑠
璃
色
の
天
人
を
指
し
て
、
そ
れ
が
観
音

で
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
次
ぎ
に
は
白
銀
色
の
天
人
を
指
し
て

そ
れ
が
こ
彌
勒
で
あ
る
こ
と
を
語
る
。
こ
こ
で
論
師
は
初
め
て

口
を
開
い
て
、
「
我
レ
、
常
ニ
兜
率
天
ニ
生
レ
ム
ト
願
フ
。
速

疾
彼
ノ
天
ニ
生
レ
テ
慈
氏
ヲ
礼
拝
シ
奉
ラ
ム
ト
思
フ
」
と
語
り

彌
勒
の
「
汝
、
広
ク
法
ヲ
伝
ヘ
テ
後
ニ
生
ル
ヽ
事
ヲ
可
得
シ
」

と
の
言
葉
を
得
る
。
最
後
に
金
色
の
天
人
が
自
ら
を
文
殊
と
名

乗
り
、
玄
弉
の
到
来
と
彼
に
法
を
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て

夢
は
終
わ
る
。

『
類
集
抄
』
の
『
文
殊
』
の
項
に
も
右
の
話
が
簡
略
な
が
ら

記
さ
れ
て
い
る
。

我
（
戒
）
賢
論
師
欲
困
病
永
死
、
文
殊
示
夢
令
造
十
七
地

論
伝
通
三
蔵
、
以
此
思
之
文
殊
師
利
法
相
宗
学
給
也
（
返

点
は
原
文
通
り
）

こ
こ
で
「
十
七
地
論
」
と
あ
る
の
は
、
同
じ
く
「
彌
勒
」
の

項
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
（
『
大
唐
西
域
記
』
が
原
拠
）
、
无
着

菩
薩
が
彌
勒
よ
り
授
け
ら
れ
た
論
書
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
こ
こ

に
は
何
ら
か
の
混
乱
が
、
文
殊
と
彌
勒
と
の
間
で
お
こ
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
文
殊
と
彌
勒
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
「
文

殊
」
の
項
に
、
釈
迦
如
来
が
涅
槃
に
入
る
の
に
先
立
ち
文
殊
に

命
じ
た
と
し
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。



末
法
衆
生
不
修
禅
恵
不
讃
経
典
不
識
文
字
、
是
故
我
以
大

神
通
力
遍
歴
諸
国
令
改
悪
修
善
習
読
三
蔵
令
法
久
住
、
至

彌
勒
下
生
以
経
典
法
衣
令
相
付
属
云
々

こ
の
文
脈
で
は
「
以
大
神
通
力
」
の
主
体
が
い
く
ぶ
ん
曖
昧

だ
が
、
お
そ
ら
く
は
文
殊
に
末
法
の
衆
生
と
仏
法
の
保
護
を
指

示
し
た
と
し
て
間
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。
仏
涅
槃
の
後
、
彌
勒

下
生
ま
で
の
無
仏
の
時
代
に
文
殊
が
衆
生
の
よ
る
べ
に
な
る
と

す
る
わ
け
で
あ
る
。
さ
き
の
『
今
昔
』
の
説
話
で
、
文
殊
の
化

身
で
あ
る
金
色
の
天
人
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の

は
、
意
味
の
無
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
彌
勒

の
化
身
で
あ
る
白
銀
色
の
天
人
に
論
師
が
兜
率
天
上
生
を
願
っ

た
の
も
、
代
々
の
法
相
宗
の
学
徒
が
上
生
を
願
っ
た
よ
う
に
、

そ
し
て
修
学
す
る
教
え
が
「
慈
氏
宗
」
だ
と
さ
れ
る
（
『
類
集

抄
』
「
彌
勒
」
の
項
）
よ
う
に
、
こ
れ
も
当
然
の
行
為
で
あ
っ

た
。紙
数
の
関
係
か
ら
こ
れ
以
上
の
追
求
は
で
き
な
い
が
、
今
後

も
よ
り
方
法
を
深
め
な
が
ら
、
南
都
系
こ
と
に
法
相
宗
系
の
説

話
を
検
証
す
る
方
向
で
、
説
話
集
と
り
わ
け
『
今
昔
物
語
集
』

の
諸
問
題
に
と
り
く
ん
で
い
き
た
い
と
思
う
。

（
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）




